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≪おわび≫ 

 

速報１０月号で、下記のように 

東部地区学会の一般演題・生理機能部門の渡辺杏子さんの演題名に誤りがありました。 

大変申し訳ございませんでした。 

 

「当院における出血時間検査削減への取り組み」（誤） 

→「感染性心内膜炎によって引き起こされた下肢閉塞性疾患」（正） 
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日時  平成30年10月4日（木） 18：30～20:30 

場所  一般社団法人 広島県臨床検査技師会 事務所  

出席者 森田会長 飯伏副会長 米田副会長 三舛副会長、坂田事務局長 樫山事務局次長 尾田部長  

浅野部長 中島部長 有谿部長 粟村理事 大塚理事 桑原理事 吉井理事 桑田理事 小松(忠)理事  

柴田理事  中宮理事 箕岡理事 細谷理事小松(浩)理事 水野監事  

欠席者 難波部長 藤井理事 枡本監事 

書記  小松(浩) 

 

議  事 

＜報告事項＞ 

【森田会長】 

●10 月 7 日 鳥取開催 中四国支部生物化学分析部門研修会 延期または中止 

●9月 愛知県臨床検査技師会より，検査標準化ガイドラインに対するパブリックコメントについて依頼が 

あった．9月 5日からホームページに内容を掲載しているので、意見をお願いします． 

●9月 14 日 保険点数改定要望項目の調査に関するお願いに対して，取りまとめをした． 

 ノロウイルス抗原定性の保険適応範囲の変更、ＲＡＳ遺伝子検査等の増点を要望 

●9月 21 日 広島県感染症・疾病管理センター研修会の開催について広島県健康福祉局長名で通知があり， 

会員への参加の呼びかけの依頼→研修コースは 4 種類あり，それぞれに申し込み期限があるため、ＭＬにて 

発信し，広島県のホームページにリンクを張ることにした．（担当三舛副会長） 

●11 月 11 日 「文化講演会」ならびに「自由民主党広島政経文化懇談会」の参加依頼 

 会場：リーガロイヤルホテル広島→三舛副会長が参加 

●11 月 11 日 第 34 回中国地区臨床検査大会開催 主催一般社団法人日本衛生検査所協会 

 会場：福山ニューキャスルホテル→森田会長が参加 

●12 月 14～15 日 平成 30 年度 災害派遣技師研修会開催  

 会場：日本臨床検査技師会館（参加募集 災害連絡責任者等の推薦） 

      →坂田事務局長が参加 

●10 月 20～21 日 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会開催 

 9 月 27 日受講促進のお願い，平成 31 年の国家試験の受験者は新カリキュラムで履修した者であり、来年度

から 9ブロックの集約，開催回数の縮小がされるため未受講者の会員に対し受講促進の周知のお願い 

平成 29 年 9 月 27 日時点 修了者 1330 名（73.4％）会員数 1811 名 未修了者 481 名   

 

●結核研究奨励賞候補者推薦について日臨技より依頼 

締め切り平成 30 年 12 月 14 日で候補者があれば日臨技まで提出するので，報告をお願いします． 

 

【坂田事務局長】 

●日臨技から平成30年度精度保証施設認定申請の案内が来ました．来年度更新施設と新規申請可能施設の 

リストの添付あり．今回は事務局で速報掲載を依頼、会長がMLで案内され，さらにWEBサイトに掲載予定です． 

今後は各施設に案内が送付されていること、精度管理調査結果から申請可能施設かどうかの情報が入手可能で

あることから，広臨技からは特に広報はしないことになりました． 

●細川さんの勤務時間を一時的に短縮します． 

10月、11月の期間で勤務時間調整をしますので１0：30の出勤を11：30からにします． 

勤務時間は11：30から15：30となります．  

●日臨技の災害共済制度への申請を現在まで11件行っている． 

 

【尾田学術部長から報告】 

●9月30日 病理細胞部門研修会 中止 

 台風24号の影響を考え中止とした． 

 講師および会場の確保が難しく延期できなかった． 

平成 30 年度 第 3 回理事会議事録 
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●10月7日 平成30年度中四国支部生物化学分析部門研修会 中止 

 台風25号の影響を考え中止。延期とするかどうかは検討中である． 

 

【浅野経理部長】 

●8月31日付で日臨技より平成30年度会費3名分21,000円が振り込まれました． 

●8月31日付で日臨技より7月21日に開催された病理細胞診部門研修会『技』に対する生涯教育推進研修会 

助成金50,000円が振り込まれました． 

●9月28日付で日臨技より平成30年度会費4名分28,000円が振り込まれました． 

●9月28日付で日臨技より8月25日に開催された日臨技伝達講習会＆末梢血鏡検実習＜異型成克服セミナー＞ 

に対する生涯教育推進研修会助成金50,000円が振り込まれました． 

●9月28日付で日臨技より9月1日に開催された第2回一般検査研修会＜認定一般検査技師資格更新のための 

日臨技承認指定講習会＞に対する生涯教育推進研修会助成金47,000円が振り込まれました． 

 

【中島渉外法規部長】 

● 無料職業紹介事業 9 月 0 件，4～9月 11 件 

● 9 月 21 日ピンクリボン de カープ ボランティア 5名参加 

5 月に雨で中止となった振替試合。規模を縮小してイベントをおこなったので、物販担当のみだった． 

● 9 月 22 日がん検診へ行こうよ in マツダスタジアム ボランティア 3名参加 

● HIV 日曜検査 毎月第 3日曜日（6,12 月は第 1,3 日曜日）に実施中。看護師 2名、医師 1名、検査技師 

2 名（現在は 5名の会員で行っている）．順調にすすんでいる。 

● （追加）9月 12 日足免技師の県知事表彰の推薦書を広島県に提出した． 

●  (追加)12 月 8 日レッドリボンキャンペーンのボランティア募集開始した． 

速報、ML でお知らせした．10 月 18 日広島市役所で会議があります． 

 

【組織調査部から報告】 

● なし 

 

【有谿広報部長】 

● 9月29日，速報10月号と行事予定表をウエブサイト担当者へ送り，UPされていることを確認した。また、 

会報の正誤表とレッドリボンボランティア募集については、UPされていない． 

● 速報11月号は10月10日が締め切りです． 

 内容は，リレーフォーライフ，ピンクリボンdeカープ，がん検診へ行こう，健康福山21フェスティバル， 

県学会続報，東部地区学会続報  

以上を予定している． 

● 学術誌の広告募集に6件の申し込みがある． 

 

【水野監事から報告】 

・日臨技標準化事業 

 日臨技データ標準化事業における毎年 2 回実施している基幹施設精度管理調査は今年度で終了する． 

・医療法改正に伴い，今後管理責任者が用意する書類等について日臨技が 10 月より順次掲載する予定だった

が遅れている． 

 精度管理責任者は，e－ラーニングを利用して養成していく． 

・日臨技精度管理調査になぜ参加しないのか調査を行う． 

・臨床検査技師教育の見直しについて，答申書を承認した． 

 リハビリは，すでに審議中，放射線技師会は答申書提出済み． 

検査技師養成所については，指定校・承認校，単位数，実習時間，国家試験受験資格や，医療技術の進歩や 

法改正に伴う新たな単位など多くの問題がある．  

・11/23 第 51 回中四国支部医学検査学会前日に，支部連絡会議が開催されるので，広島県としての要望等を

まとめ，会長にあずけて下さい． 
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＜地区報告＞ 

【広島地区：吉井】 

● 特になし 

 

【呉地区：柴田】 

● 事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2018/06/15 第 1 回呉地区 生理検査研究会 17 名 

2018/06/21 第 3 回呉地区 研修会 21 名 

2018/06/28 第 1 回呉地区 微生物研修会 12 名 

2018/07/07 第 44 回七夕学会 → 開催中止 --- 

2018/07/18 第 2 回呉地区 細胞診研修会 16 名 

2018/07/19 第 2 回呉地区 輸血談話会 → 開催中止 --- 

2018/08/10 第 2 回呉地区 血液研修会 27 名 

2018/09/12 第 3 回呉地区 細胞診研修会 16 名 

2018/09/27 第 4 回呉地区 研修会 14 名 

●活動報告 

2018/6/21  第 3 回呉地区委員会（七夕学会の運営について、等）  

2018/9/27 第 4 回呉地区委員会（七夕学会の運営について、等）  

●事業計画 

開催日 事業名 

2018/10/18 第 3 回呉地区 輸血談話会 

2018/10/18 第 5 回呉地区 研修会 

2018/10/25 第 2 回呉地区 微生物研修会 

2018/11/09 第 3 回呉地区 血液研修会 

2018/11/14 第 4 回呉地区 細胞診研修会 

2018/11/15 第 2 回呉地区 生理検査研究会 

2018/12/22 第 44 回七夕学会 

 

【東部地区：桑田】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2018/05/24 第 1 回生涯教育講座（東部地区） 103 名 

2018/06/07 第１回東部地区臨床微生物部門研修会 28 名 

2018/06/14 第 1 回東部地区血液研修会 35 名 

2018/06/15 第 31 回備後糖尿病チーム医療研究会 3 名 

2018/07/26 第 2 回生涯教育講座（東部地区） 56 名 

2018/08/04 東部地区輸血検査研修会 21 名 

2018/08/23 第 1 回東部地区一般検査研修会 18 名 

2018/09/02 東部地区新入会員オリエンテーション研修会 61 名 

2018/09/02 平成 30 年度東部地区精度管理報告研修会 82 名 

2018/09/06 第 2 回臨床微生物部門研修会 30 名 

2018/09/08 東部地区生理研修会 36 名 

2018/09/16・17 ﾘﾚｰ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 2018 広島（尾道） 20 名 

2018/09/18 東部地区病理研修会 29 名 

2018/09/27 第 3 回生涯教育講座（東部地区） 72 名 

●活動報告 

2018/06/19 東部地区第 2回役員会 

2018/08/28 東部地区第 3回役員会 

2018/10/02 東部地区第 4回役員会 
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●事業計画 

開催予定日 事業名 

2018/10/06 健康ふくやま 21 フェスティバル 2018 

2018/10/18 第 2 回東部地区血液研修会 

2018/10/20 第 1 回東部地区生化学・免疫合同研修会 

2018/11/04 第 20 回東部地区学会 

 

【東広島地区：小松（忠）】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2018/6/14 がん関連研修会（胃癌に対する腹腔鏡手術） 16 

2018/8/24 東広島地区研修会（免疫検査のﾋﾟｯﾄﾌｫｰﾙ） 19 

●事業計画 

開催予定日 事業名 

2018/10/18 がん関連研修会（骨転移に関する整形外科治療） 

2018/11/4 東広島健康福祉まつり参加 

 11/4に公益事業の1つとして東広島健康福祉まつりに参加する． 

当日は前年度に引き続き肺年齢測定を行う予定（150+α）． 

なお，今年は眼圧測定も依頼されているが、10/9の健康福祉まつり実行委員会の会議で受けるかを決定する． 

広臨技の配布品でマスクがあるので，400枚ほど細川さんにお願いし送ってもらう予定． 

 

●県学会について：予定 

・日程：平成31年2月23日（土）13：00～2月24日（日）16：30の予定 

・会場：グランラセーレ東広島 

・学会テーマ：災害に強い医療を目指して ～がんばるけん 広島県～ 

・シンポジウム：テーマ「広島豪雨災害時における活動」 

 シンポジスト 

 1.広島JRAT（医師）→広島JRATから天野先生に依頼 

 2.広島JMAT（医師）→広島JMATから検討していたが、日赤救護班に変更。 

有馬先生に依頼 

 3.看護師→看護協会の川本先生に依頼 

 4.検査技師（DVT）→ＪＡ広島総合病院水野さんに依頼 

・一般演題について： 

 10/5演題募集締切にしているが、10/3現在8題しか集まっていない． 

 理事会出席の方に、再度募集を依頼した． 

・ランチョンセミナー： 

 栄研化学、シスメックスから，口頭で了承を頂いている． 

 両メーカーともに内容は未定であるが，栄研化学に“オートタキシンについて”、シスメックスには 

“M2BPGi以外”でお願いできないか伝えている． 

 

・市民公開講座： 

 1.「防災・減災について」（仮） 

東広島市機器管理課に依頼しているが，講師・内容は現在未定である。今回の豪雨災害についてのみでの講演

は難しいとのことで、防災、減災の全体的な内容で現在お願いしている． 

 2. 未定 

 現在広島大学防災・減災研究センターに講演依頼中である． 

 

【北部地区：箕岡】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2018/09/29 第 2 回北部地区研修会 18 名 
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●事業計画 

開催日 事業名 

2018/12/01 第 3 回北部地区研修会 

 

＜討議事項＞ 

 

【会長】 

●討議事項なし 

 

【事務局】 

●討議事項なし 

 

【学術部】 

●学術誌の印刷の依頼について 

昨年度 平成29年度 Vol.6で 

可部印刷 1930部  723,600円 （請求書では1930部） 

ニシキプリント 1900部   773,604円 

ニシキプリントさんが価格としては，やや高いが下記の点が可能となる． 

1）論文原稿の元データからレイアウト設計の校正ずりができる． 

これまでは，編集委員５名ほどで原稿のレイアウトを２週間ぐらいかけて作成し，可部印刷さんにデータを渡

していたが，この作業がなくなり，その時間を，初校があがってからの最終校正や企画編集にあてることがで

き、より良い編集ができる．  

2） PDFファイルは、フォント埋め込みタイプが可能となり，メディカルオンラインからの要望に対応でき、

また論文単位でファイルを分割して投稿者に提供できる． 

昨年度は，可部印刷さんのPCのバージョンが低く，対応できないとのことであった． 

3）写真などの色調校正もある程度の対応が可能である． 

4）製本後の事務所への搬送は，無料である． 

以上のことを踏まえて，今年度はあらたな試みの意味もこめて，ニシキプリントさんに、依頼したいと考えた． 

来年度は，さらに複数社からの見積もりをとり，検討したいと考えている． 

上記、説明のうえ，常務理事会、理事会において承認をされた． 

 

【経理部】 

●昨今の宿泊事情を考慮し，広臨技の旅費支給および活動費・行動費手当基準の宿泊費を上限 10,000 円から

12,000 円に値上げしたい． 

→理事会で承認が得られ、2018 年 10 月 5 日からの運用とする． 

 

【組織調査部】 

●討議事項なし 

 

【広報部】 

●討議事項なし 

 

【広島地区】 

●討議事項なし 

 

【呉地区】 

●討議事項なし 

 

【東部地区】 

●非会員の研修会参加について 

非会員は広臨技主催研修会へは参加不可となっているが，やはり非会員の参加が見受けられるが、どう対応す

ればよいか？ 
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非会員が参加するのであれば会員になっていたき、会費を徴収するべきである． 

→少なくとも県会員に登録（会費 7,000 円）すれば，県技師会主催の研修会に限り参加できる．ただし，現在

の県会員は，定年退職した者・再雇用の者・パート雇用者などである． 

その旨、非会員に説明してみてはどうか？ 

また，研修会参加規定が必要ではないか． 

補足：他団体の医療関係者は 500 円を会費として徴収。各地区の収入として扱う． 

 

【北部地区】 

●討議事項なし 

 

【東広島地区】 

●討議事項なし 

 

＜その他＞ 

【三舛副会長】 

●ウエブサイト委員会新規設立に伴い規程・細則の変更（次ページから６ページ）：赤文字が変更箇所，および

ウエブサイト委員会細則の制定案（７ページから 9ページ）を提示し，説明が行われた． 

各自検討していただき理事メールにおいて審議、承認・施行の運びとする． 

 

 

ウエブサイト委員会新規設立に伴う、規程・細則の変更 

趣旨 組織強化の一環として、情報システム委員会の業務からウエブサイト事業を分離し、委員の役割を明確

化し長期持続可能な組織へ再編する。 

主な事業 

情報システム委員会（PC 等の電子機器周辺備品、事務所システム、会員管理システム、情報伝達ツールである

メーリングリスト（ML）、メールマガジン（MG）の会員管理、運用管理） 

ウエブサイト委員会（ウエブサイトの運用と管理及び倫理的管理（ウエブサイト、ML、MG）） 

ウエブサイト委員会は情報システム委員会と相互協力して広臨技の発展に寄与する組織とする。 

 

 

 

 

 

 

組 織 運 営 規 程 

第 2 節 委員会 

（設 置） 

第 22 条 この会は、定款第 44 条の定めるところにより、次の委員会を置く。 

（1）役員推薦委員会（事務局） 

（2）情報システム委員会（事務局） 

（3）ウエブサイト委員会（事務局）    新規委員会の挿入です。 

（3）→（4）表彰審査委員会（渉外法規部） 

（4）→（5）学会企画委員会（学術部） 

（5）→（6）精度管理委員会（学術部） 

（6）→（7）臨床検査データ標準化委員会（学術部） 

（7）→（8）生涯教育研修委員会（学術部） 

（8）→（9）学術誌編集委員会（学術部） 

（9）→（10）専門委員会（会長） 

 

 

（情報システム委員会） 

第 24 条 情報システム委員会は、本会の活動における電子情報取り扱いのセキュリティ全般及び電子情報を 
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扱う PC 等の機器の円滑な運用を支援し、ウエブサイト運用を中心に広く広報活動及び会員相互のコミュニケ

ーションを推進する。 

2 情報システム委員会は、事務局に属する。 

3 委員の選任、委員会の構成及び運営等については、別に定める情報システム委員会細則による｡ 

（ウエブサイト委員会） 

第 25 条 ウエブサイト委員会は、本会のウエブサイトを運営および管理する。 

2 ウエブサイト委員会は事務局に属する。 

3 委員の選任、委員会の構成及び運営等については、別に定めるウエブサイト委員会細則による。 

第 25 条→第 26 条 表彰審査委員会 

第 26 条→第 27 条 学会企画委員会 

第 27 条→第 28 条 精度管理委員会 

第 28 条→第 29 条 臨床検査データ標準化委員会 

第 29 条→第 30 条 生涯教育研修委員会 

第 30 条→第 31 条 学術誌編集委員会 

第 31 条→第 32 条 専門委員会 

第 32 条→第 33 条 その他の委員会 

第 33 条→第 34 条 地区 

第 34 条→第 35 条 地区役員 

第 35 条→第 36 条 組織調査部運営規程 地区の運営 

第 36 条→第 37 条 施設連絡責任者 

第 37 条→第 38 条 施設連絡責任者会議 

第 38 条→第 39 条 地区活動助成金 

第 39 条→第 40 条 検査研究部門活動費 

第 40 条→第 41 条 会計監査 

第 41 条→第 42 条 雑則 規定の変更等 

 

 

理 事 会 運 営 規 程 

（決議事項） 

第１６条 理事会が決議すべき事項は、次のとおりとする。 

（２）定款に定める事項 

  イ 下記の規則規程の制定、変更及び廃止 

① 組織運営規程 

② 総会運営規程 

③ 役員候補者選出規程 

④ 理事会運営規程 

⑤ 表彰規程 

⑥ 学会運営規程 

ⅰ 学会運営規程細則 

⑦ 事務局運営規程 

ⅰ 文書保存細則 

ⅱ 講師謝礼細則 

ⅲ 活動費・行動費細則 

ⅳ 慶弔細則 

ⅴ 事務職員就業細則 

vi 情報システム委員会細則 

ⅶ ウエブサイト委員会細則  新規の追加 
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情 報 シ ス テ ム 委 員 会 細 則 

平成２２年１月９日制定 

（総 則） 

第１条 この細則は、一般社団法人広島県臨床検査技師会（以下「会」という）の組織運営規程第 22 条及び 

第 24 条の規定に基づき、会の情報システム委員会の必要事項を定める。 

（目 的） 

第 2条 情報システム委員会（以下「委員会」という）は、次の事項を目的とする。 

 （1）会の組織活動及び学術活動における個人情報を含む電子情報取り扱いのセキュリティ全般並びに 

電子情報を扱うＯＡ機器等の円滑な運用を推進し、もって会の活動を技術的な面で支援すること 

 （2）広報活動の一環としてのウエブサイトの運用支援により、医療分野における臨床検査技師の貢献度、 

知名度を高めるとともに、会員相互の円滑なコミュニケーションを図ること 

（事 業） 

第 3条 委員会は、前条の目的を達成するために以下の事業を行う。 

 （1）事務所等で使用するＰＣ等のＯＡ機器、ネット環境の管理・運営に関する事業 

 （2）電子データ、ＯＡ機器等コンピュータ機器等の取扱いにおける情報セキュリティ管理に関する事業 

 （3）本会のウエブサイトの作成及び更新に関する支援事業 

 （4）会員への会の活動に関する情報提供、会員相互のコミュニケーション支援に関する事業 ネットを 

用いた本会の情報提供ツール及び相互コミニュケーションツールの管理と運営 

 （5）会員への情報リテラシーに関する情報提供及びＩＴスキルアップに関する啓発事業 

 （6）その他、委員会の目的を達成するために必要な事業 

（構 成） 

第 4条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

 （1）委員長            １名 

 （2）副委員長           １名 

 （3）情報システム委員会担当理事  ２名 

 （4）委員             若干名 

 （5）特別委員           若干名 

2 委員長は、会長が指名し、理事会で承認した後、会長が委嘱する。 

3 副委員長は、委員の中から委員長が指名する。 

4 委員は、正会員の中から理事会で選任し、会長が委嘱する。 

5 特別委員は、必要に応じて正会員の中から常務理事会で選出、期間を限定し、理事会が承認した後、会長が

委嘱する。 

（職 務） 

第 5条 委員は、委員会の職務を遂行するために、以下の職務を行う。 

 （1）委員長は、委員会を代表し、事業を統括する。 

 （2）副委員長は、委員長を補佐する。 

 （3）委員は、事業達成のため関係部門と連携して活動する。 

 （4）委員会担当理事は、委員会の活動全般を把握し、必要に応じて理事会との協議・連携を行う。 

（任 期） 

第 6条 委員の任期は２年とする。 

2 委員は再任されることができる。ただし、再任は通算 3期までとする。ただし、理事会が認めたものはこの

限りではない。延期する者は常務理事会が選出し理事会で承認する。 

（解任） 

第 7条 委員は、次の号のいずれかに該当する場合、理事会の承認により解任することができる。 

 (1) 心身の障害のために職務の執行に堪えないと認めたとき 

 (2) 職務上の義務違反その他委員としてふさわしくない行為があると認められたとき 

（会 議） 

第 8条 委員会は、第３条の事業を行うため、必要に応じ情報システム委員会を開催する。 

2 構成員は、第 4 条に定める委員の他、委員長が必要と認めた者とする。 

3 各委員は、必要に応じて、委員以外の正会員の出席を求めることができる。 

4 情報システム委員会は委員長が招集し、議長となる。 

5 会議を招集しようとするときは、会議の日時、場所、会議の目的等を、書面又は電磁的記録により構成員に 
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通知するものとする。ただし、緊急な事情又は構成員全員の同意がある場合はこの限りでない。 

6 情報システム委員会は、構成員の半数以上の出席がなければ、開催することができない。 

7 情報システム委員会の議決は、出席した部員の過半数で決し、可否同数のときは議長が決する。 

8 委員の代理は認めない。 

9 その他、情報システム委員会の運営につき必要な事項は、理事会において定める。 

（理事会の承認） 

第 9 条 委員会担当理事は、事業の運営について審議決定をしたものにつき、理事会に報告してその承認を得

なければならない｡ 

（運 営） 

第 10 条 委員長は、第 3条に定める事業運営のため、次の係を置くことができる。 

 （1）ＰＣ（パーソナルコンピュータ）及びＯＡ機器管理のための係 

 （2）情報セキュリティ管理のための係 

 （3）ウエブサイト運用のための係 

 （4）その他、委員会の活動のために委員長が必要と認めた係 

2 各係の担当者は、委員長が委嘱する。 

（保守管理） 

第 10 条 委員会は、事務所等で使用されるＰＣ及びＯＡ機器（以下「ＰＣ等」という）管 

 理のため、以下の活動を行う。 

 （1）ＰＣ及びＯＡ機器の適切な運用 

 （2）ＰＣ等の保守、点検及び更新に関すること 

 （3）ＰＣのソフトウェア及びアプリケーションの動作、運用に関すること 

 （4）ＰＣ等の更新計画策定、予算要求に関すること 

（ウエブサイト運営支援） 

第 11 条 委員会は、本会のウエブサイト運営のため、以下の支援管理を行う。 

 （1）ウエブサイト・コンテンツの編集、更新及びデータ保存の技術的支援 

 （2）ウエブサイト素材、編集アプリケーション等の管理 

 （3）ウエブサイト更新作業に関わる機器、備品等の管理 

 （2）会の代表メールアカウント（info@hiroringi.or.jp）の運用・管理の支援 

（ＰＣ等及び電子情報関連セキュリティ管理） 

第 12 条 委員会は、本会のＰＣ等及び電子情報関連の適切な運用と安全管理のために、以下の権限を使用する

ものとする。 

 （1）ＰＣ等のパスワード保護設定及び利用者権限の設定 

 （2）ＰＣ等で使用するソフト及びアプリケーションの選定並びに設定とソフトのマスター管理 

 （3）ＰＣ等の安全管理のためのウィルス対策 

 （4）ＰＣ等の適切な運用を監視し、問題等が発生した場合の対応と改善 

 （5）その他、電子情報の取扱いにおけるセキュリティ管理 

2 委員会が前項の権限を行使する場合は、理事会の承認を得なければならない。 

 

（電子メールアカウントの発行・運用） 

第 13 条 委員会は、会の組織活動に必要な電子メールアカウントを発行、設定する。 

2 委員会は、役員に対し、必要に応じて会ドメインの電子メールアカウントを発行することができる。 

3 前項の電子メールアカウントの利用期間は、当該役員の任期とし、退任した役員のアカウントは削除する。

ただし、次の場合は引き続き利用することができるものとする。 

 （1）重任した場合 

 （2）退任後、現在とは別の役職に就任した場合 

4 第 2 項のアカウント名は、原則として名称の頭文字－（ハイフン）名（すべて半角ローマ字、１２文字以内） 

とする。 

5 委員会は、6 ヶ月以上の長期間継続して電子メールの利用が無い者に対し、本人の承諾を得て、同人の 

メールアカウントを削除することができる。 

 

（情報提供ツールの運用） 

第 14 条 会は会員へ情報提供を目的としたツールとしてメールマガジンを運用する。委員会はメールマガジン

の管理と運営を担うものとする。 
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（相互コミュニケーション・ツールの運用） 

第 15 条 委員会は、理事会、各学術部門及び各委員会が利用する相互コミュニケーション・ツールとして、 

メーリングリスト等を用意することができる。 

2 前項に定めるものの他、必要と思われる相互コミュニケーション・ツールについては、理事会の承認を得て 

設置できる。 

3 相互コミュニケーション・ツールのメンバー管理は委員会が行うものとし、メールコマンド等、メンバーが

個人的に解説・設定したものは認めない。 

 

（委員会が使用する権限の管理体制） 

第 16 条 委員会が業務のために使用する権限は次の体制により管理されるものとする。 

（1）情報システム担当副会長は、本会のすべての情報システム関係の権限を統括する。情報システム担当副

会長は会長が指名する。 

（2）情報システム委員長 

情報システム委員長は情報システム担当副会長を補佐する。 

（3）管理の対象 

本会が所有する PC 等の電子機器、ウイルス対策をはじめソフト及びアプリケーション、ウエブサイト、オン

ラインストレージサービス、レンタルサーバー、メーリングリスト等のアカウント、ID、パスワード、契約に

関する情報及び書類等を指す。また、情報システム担当副会長が認めたものを対象とし、認めないものは除外

してよい。 

（4）情報システム担当副会長は上記 3 項のリストを作成し対象の所在・内容を明確にさせる。 

（5）情報システム担当副会長は導入、変更、解除が確実に反映するようにリストを管理、保管する。情報シ

ステム担当副会長、情報システム委員長、運用に携わる委員の少数のみが知りうる権限とすること。 

（6）情報システム担当副会長は適時、パスワード変更の指示をだし、これを確認する。 

（7）任期は各役職の任期に準ずる。解任は常務理事会にて承認を得る。 

（8）特別委員は委員の指導、教育にあたり、委員会運営の補佐的役割をになう。 

 

（ウエブサイト掲載可能事項） 

第 17 条 本会のウエブサイトへの掲載項目は以下のものとする。 

 (1) 会の概要、組織に関する情報 

 (2) 会の事業、活動に関する情報 

 (3) 会の学術に関する情報 

 (4) その他、事業に関する情報 

（ウエブサイト掲載禁止事項） 

第 18 条 本会のウエブサイトへの掲載禁止項目は以下のものとする。 

 (1) 営利目的の内容を含むもの 

 (2) 会員又は第三者への誹謗中傷を含むもの 

 (3) 会員又は第三者の財産、プライバシー等の侵害にあたるもの 

 (4) 会員又は第三者の著作権を侵害するもの 

 (5) 暴力団、その他犯罪的行為に関連するもの 

 (6) 宗教的な内容を含むもの 

 (7) 政治的な内容を含むもの 

 (8) 猥褻あるいはそれに関連する文章、画像 

 (9) システムの破壊及び正常な運用を妨害し、あるいは会の信頼を毀損する情報 

 (10) その他、法令、定款、規程及び細則に違反する情報 

（禁止事項） 

第 17 条 第 2条に定める目的から逸脱する行為は禁止する。詳細は一般社団法人広島県臨床検査技師会ウエブ

サイト倫理規程を遵守することとする。 

 

（細則の変更等） 

第18条 この細則に定めのない事項については、理事会の決定による。 

2 この細則を変更するには、理事会の議決を経るものとする。 

（附 則） 

この細則は平成２１年１２月１日から施行する｡ 

平成２１年１２月３１日一部改正 

平成２４年４月１日一部改正 

平成３０年４月１２日一部改正 
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平成３０年６月４日一部改正 

平成３０年○○月○○日一部改正 

 

 

 

ウエブサイト委員会細則 

平成 30 年〇〇月〇〇日制定 

（総 則） 

第 1 条 この細則は、一般社団法人広島県臨床検査技師会（以下「会」という）の組織運営規程第 22 条及び

第 25 条の規程に基づき、ウエブサイト委員会に関し詳細事項を定める。 

（目 的） 

第 2 条 非営利的な教育・学術・研究・技師会活動を本会の内外に広報し、また、情報提供の手段として会の

ウエブサイトを運営および管理することを目的とするものであり、ウエブページ公開に携わる者は趣旨に逸脱

せず、その発展に寄与するものとする。 

（事 業） 

第 3 条 ウエブサイト委員会（以下「委員会」という）は、以下の事業を行う。 

1 ウエブサイトの運営にあたる。運営とは構成、企画、作成、及びコンテンツマーケティングの実施と分析

などウエブサイトの継続的改善を含めた業務をいう。 

2 新規コンテンツの作成・編集やコンテンツの更新等に関する技術的支援または代行作業を行う。 

3 ウエブサイトに公開されたコンテンツのデータ保存。 

4 公開される情報の公共性と妥当性の評価、及び是正勧告、改善指示、コンテンツ削除などの倫理的な管理

を行う。なお、広臨技が運用する情報伝達ツールの倫理的な管理も委員会が行う。 

5 ウエブサイトに関わる権限の管理を行う。 

6 会の代表メールアカウント（info@hiroringi.or.jp）の運用支援を行う。 

7 その他、委員会の目的を達成するために必要な事業。 

8 上記にあげた事業の一部を業務委託する場合がある。委託する業者は会と契約を交わした事業者（社）に

限定する。 

（構 成） 

第 4条 委員会は、次の委員をもって構成する。   

（１）委員長            1 名  

（２）副委員長           1 名 

（３）ウエブサイト委員会担当理事  3 名  

（４）委員            若干名 

（５）特別委員       必要時若干名 

２ 委員長は会長が指名し、理事会で承認した後、会長が委嘱する。 

３ 副委員長は、委員の中から委員長が指名する。 

４ ウエブサイト委員会担当理事は理事の中から会長が指名する。 

５ 委員は、正会員の中から理事会で選任し、会長が委嘱する。 

６ 特別委員は、必要に応じて正会員の中から常務理事会で選出し、期間を限定し、理事会が承認の後、会長

が委嘱する。 

（職 務） 

第５条 委員は、委員会の職務を遂行するために、以下の職務を行う。 

 １ 委員長は、委員会を代表し、事業を統括する。 

 ２ 副委員長は、委員長を補佐する。 

 ３ 委員は、事業達成のため関係部門と連携して活動する。 

 ４ 委員会担当理事は、委員会の活動全般を把握し、必要に応じて常務理事会・理事会にて協議・連携を行

う。 

（任 期） 

第６条 委員の任期は２年とする。 

２ 委員は再任されることができる。ただし、再任は通算 3 期までとする。ただし、理事会が認めたものはこ

の限りではない。延期する者は常務理事会が選出し理事会で承認する。 

（解 任） 
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第７条 委員は、次の号のいずれかに該当する場合、理事会の承認により解任することができる。 

１  心身の障害のために職務の執行に堪えないと認めたとき。 

 ２  職務上の義務違反その他委員としてふさわしくない行為があると認められたとき。 

（会 議） 

第８条 委員会は、第３条の事業を行うため、必要に応じ委員会を開催する。 

２ 構成員は、第 4条に定める委員の他、委員長が必要と認めた者とする。 

３ 各委員は、必要に応じて、委員以外の正会員の出席を求めることができる。 

４ 委員会は委員長が招集し、議長となる。 

５ 会議を招集しようとするときは、会議の日時、場所、会議の目的等を、書面又は電磁的 

 記録により構成員に通知するものとする。ただし、緊急な事情又は構成員全員の同意が 

 ある場合はこの限りでない。 

6 委員会は、構成員の半数以上の出席がなければ、開催することができない。しかし、構成員の 2/3 以上によ

る電子メールによる審議は、議事録の提出をもって委員会成立と認める。 

7 委員会の議決は、出席した部員の過半数で決し、可否同数のときは議長が決する。 

8 その他、委員会の運営につき必要な事項は、理事会において定める。  

（常務理事会の承認） 

第 9 条 委員会担当理事は、事業の運営について審議決定をしたものにつき常務理事会に報告してその承認を

得なければならない｡ 

2 委員会担当理事はウエブサイトの倫理的な管理と処置に対しては常務理事会にて承認を得るものとする。 

（禁止行為） 

第 10 条 第 2条に定める目的から逸脱する行為は禁止とする。詳細は別に定める一般社団法人広島県臨床検査

技師会ウエブサイト倫理規程に記す。 

（細則の変更等） 

第10 条 この細則で定められていない事項で必要なときは、理事会の承認を得なければならない。 

附則 

1.この細則は、平成３０年〇〇月〇〇日から施行する。 

 

一般社団法人 広島県臨床検査技師会ウエブサイト倫理規程 

（目的） 

第１条 この規程は、一般社団法人広島県臨床検査技師会（以下、「本会」という）においてウエブサイトの公

開に関して遵守すべき事項について定める。 

（ネットの利用） 

第２条 ネットの利用は、本会の非営利的な教育・学術・研究・技師会活動を内外に広報、支援するものであ

り、ウエブページ作成者および公開者は趣旨を逸脱せず、その発展に寄与すること。 

（ウエブサイト運営委員会） 

第３条 ウエブサイト委員会はウエブサイトの統括・妥当性の評価を行う。 

2 ウエブサイト委員会は、規程違反者にたいする勧告および改定の要求をする。また、本会の目的に著しく逸

脱し、公共性に有害と判断した場合には、そのページを削除することができる。 

（目的に反するリンクの禁止） 

第４条 第２条に定める目的から逸脱するリンクを設定することは禁止とする。 

（ウエブサイト掲載禁止事項） 

第５条 以下の該当項目について、本会のサーバーにウエブページを作成すること、及び公開することを禁止

とする。 

（1）商用利用 

（2）第三者への誹謗、中傷 

（3）猥褻画像、文章 

（4）著作権の無断引用 

（5）暴力関連 

（6）宗教関連 

（7）政治関連 

（8）システムの破壊及び正常な運用の妨害につながる情報の掲示 

（雑則） 

第６条 この規程で定められていない事項で必要なときは、理事会の承認を得なければならない。 
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附則 

1.この規程は、平成３０年〇〇月〇〇日から施行する。 

 

 

 

以下の規程が無いので今後作成する 

個人情報管理規程 

個人情報保護方針 

情報公開規定 

倫理規程 

COI 

協賛・共催の内規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      以上 
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2018 年 9 月 16 日、17 日の 2 日間、 

尾道市栗原小学校のグラウンドと 

体育館にて、リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2018

広島・尾道（以下 RFL）が開催されました。 

RFL とは、がんと向き合う方々の勇気をたたえ、 

患者や家族、友人、支援者とともに交代で 24 時間 

グラウンドを歩き続け、がんで悩むことのない社会 

を実現するために募金活動を行うチャリティイベン

トです。 

1985年に一人の医師がトラックを24時間走り続け

アメリカ対がん協会への寄付を募ったことから始ま

り、「がん患者は 24 時間がんとむきあっている」と

いう想いを共有し支援する熱意が現在では世界約 30

ヶ国、日本では 50 ヶ所(2018 年)で開催され広がりを

みせています。広島では今年で 10周年を迎えました。 

 16 日は晴天に恵まれ、30℃を超す気温のなか 13 時

よりイベントが始まりました。 

受付にて参加賛同費(￥1000)を払い、RFL の名前が入

ったラバーバンドを受け取り入場します。 

 

体育館では乳がん患者会の乳がんモデル啓発や大

腸がんクイズラリー、広島県細胞検査士会・広島県

臨床検査技師会のがん細胞をみてみよう等の 

 

出展ブースや、若石足もみ、ハンドマッサージな

ど体験できるブースもありました。 

ステージではキッズダンスや弾き語り、医師によ

る講演などが行われ多くの人で賑わいをみせていま

した。 

グラウンドでは患者交流ブースや屋台も出ており、

トラックではサバイバーズラップとよばれるがん患

者やがん体験者が闘病を乗り越えこの日を迎えられ

たことを祝福し、チームフラッグなどを持ち一斉行

進を行います。その後はチームで襷を繋ぎながら 24

時間歩き続けます。 

広島県臨床検査技師会も細胞検査士会と協力し、

ブースでは細胞診によるがん検診や顕微鏡でわかる

体内の異常を示した血液検査などのポスターを展示

しました。またディスカッション顕微鏡にて細胞

診・血液標本を一緒に観察しました。がん体験者さ

んをはじめ多くの人がブースを訪れ、顕微鏡を通し

て自身の病気と向き合ったり、正常血液像と白血病

像を見比べて驚かれたりしていました。私自身も取

材の傍ら、検査のことなど質問をうけながらがん体

験者の方とゆっくりお話しし、最後に「がんを見つ

けてくれてありがとう」と温かい言葉をいただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレー・フォー・ライフ・ジャパン ２０１８ 広島・尾道 参加レポート 
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時間もあっという間に経ち、日が暮れてからはル

ミナリエセレモニーがありました。 

参加された方が思い思いのメッセージを白い紙袋に

書き、中に入れたキャンドルランプの光でメッセー

ジを浮かび上がらせます。がん体験者さんの体験記

や気持ちの変化などトークがあり、その後はトラッ

ク内には HOPEという文字がキャンドルランプで作ら

れ、トラックを囲ってメッセージの入った色とりど

りのキャンドルランプがとても幻想的な雰囲気でし

た。厳かで想いの詰まった雰囲気の中を語らいなが

ら夜通しウォークへと続きます。 

 

 

 

 

 

 17 日もたくさんの方に細胞検査士会・技師会ブー

スに足を運んでいただき、皆さん興味深く顕微鏡を

覗き込んでいました。2 日間を通して 900～1000 名の

参加者と 200 万近い寄付金や募金が集まったそうで

す。 

このイベントを通して、わたしたち医療従事者が

できることは何か？と考えさせられるきっかけにも

なりました。また、多くの人が自身の体の事を知り

たいと思っているのも伝わってきました。 

2 日間の長丁場でしたが、広島市からもかけつけ、約

50 名の技師の方がご協力くださりました。RFL 実行

委員の皆さま、参加された皆さま、お疲れ様でした。 

（広報部 世良美保） 

 

 

2018 年 9 月 21 日（金）広島対阪神戦が予定される

マツダスタジアムにて、ピンクリボンキャンペーン

が行われました。 

本来 5月開催の予定が、雨天のため延期となり、 

平日の実施となりました。そのため当初の予定より

もボランティアの数を減らし、規模も縮小して行わ

れました。 

じっとりとした天気の中、スタジアム 3 塁側のチケ

ット売り場に約 30名のボランティアの方々が集合し

ました。 

広臨技以外では、「ひろしま女性 NPO センター未来」

の井上佐智子氏を中心として、「NPO 乳がん患者友の

会きらら」、「広島県看護協会」「広島県薬剤師会」「広

島県健康福祉局」「広島市健康福祉局」「熊野町地域

振興課」と多くの団体の方々が参加されていました。 

今回のピンクリボン活動の中で、我々広臨技は広

島という地場ならではの、カープとのコラボグッズ

販売を担当しました。カープ坊ややカープ女の子が

プリントされた特性の T シャツや、マグネット、マ

フラータオル等の品々は、「ピンクリボン」という名

前を広めるにはとても効果の高いものであると感じ

ます。 

かば広場では広臨技の他にも、ピンクリボンの PR

活動が行われていました。看護協会は乳房の模型を

ピンクリボン de カープ 2018 報告 

夜通し歩く

リレーイベント

ルミナリエ セレモニー
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使ってがんセルフチェックの指導（触診）、薬剤師会

や広島市健康福祉局はチラシやティッシュを配布し

て、乳がん早期発見の重要性を訴えていました。 

さて、開場時間となった時、再び雨足が強まって

きました。かば広場に訪れる人もまばらではありま

したが、これまでのピンクリボン活動の効果によっ

て、「今年も買いに来た」と広臨技ブースへ足を運ん

で下さる方もいました。また、一年を通じて当日こ

の場でのみ販売というプレミア具合を知る方は大量

に購入していかれました。広臨技のブースは前年度

の直筆サインカードのように、これといった目玉商

品は無かったものの、40 枚用意されていたマグネッ

トもあっという間に完売し、1 階の販売ブースから商

品の補充を行うほどには売れ行きは好調でありまし

た。 

 

その中でもピンクリボンとは何かと問われる方（特

に壮年男性）も少なくなく、活動内容について説明

を行うこともありました。印象に残るのは 60 代の男

性で、私がコンコースにて呼び込みを行っていると

きに声をかけられました。 

「あの乳の模型は何ね！」と。どうやら乳房の模型

が気になるが、出向くのは恥ずかしいようです。 

そこで乳がんの触診体験ができるので、是非触って

みて欲しいと模型の前まで連れて行き、看護協会の

方と一緒に触診を促しました。最初は照れながら触

っていた男性も、「乳がんはパートナーが発見するこ

ともある」「男性にも乳がんはある」といった言葉を

受け、真面目に（それでも照れながら）乳房の模型

を一生懸命押されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような地道な活動が、乳がんの早期発見、早期

検診への関心を促すことに繋がるのだと強く感じま

した。 

ピンクリボン活動の主な目的は、乳がん検診受診

の大切さを伝えることです。広島県での乳がん検診

の受診率は 40.3%と全国平均の 44.9%を下回っていま

す。これは、欧米受診率（71.2%）と比べてもとても

低い数字です。現在ピンクリボンは受診率 50%を目指

して活動をしています。（受診率はいずれも 2016 年

度調査） 

初期乳がんは現在、手術と化学療法との組み合わ

せで 5年生存率が 80%以上とも言われています。 

発見が遅れれば当然生存率も下がるため、早期発

見がその人の命を救うことは明らかです。 

こういった知識は医療従事者であっても、専門家で

なければ詳しく知ることは難しいと思います。 

今回のような機会を設けることで、女性に早期検診

の重要性を知ってもらうのはもちろん、男性にも、

乳癌やピンクリボン活動について広く知ってもらう

ことができると実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売最後の追い込みに 

おわれる広臨技メンバー 

乳房模型を触ってみる 

広臨技メンバー 
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商品名 販売個数 単価 売上(円) 

コラボ Tシャツ 60 2,300 138,000 

マフラータオル 106 1,500 159,000 

マグネット 67 1,200 80,400 

マフラータオル・ピンバッジ・

ハンドクリームセット 

53 2,000 106,000 

ピンバッジ 14 500 7,000 

ピンクタオル 13 300 3,900 

合計 313   494,300 

 

上表はピンクリボン de カープ(9/21)かば広場での物販売上。 

尚、グッズ販売の収益は今後のピンクリボンの活動に利用されます。 

（広報部 粟村）

 

 

平成 30 年 9 月 22 日（土）、マツダスタジアムにて 

「がん検診へ行こう」普及啓発活動が開催され、 

広島県内３３団体、約１３０名、広臨技からは私を

含め、中島渉外法規部長、大塚渉外法規副部長の 

3 名が参加しました。 

この活動の目的は、県民一人ひとりが、がんをよ

り身近なものとして捉え、がん検診の重要性につい

ての意識が高まるよう，多くの関係機関・団体が連

携して、がん検診の普及啓発や受診率の向上に向け

た活動を積極的に推進することを目的とし平成 22年

に設立されました。 

最初のミーティングでは、広島県の受診率の低い

子宮がん、乳癌検診の受診率アップを目指し主に女

性にパンフレットを配布するよう指示がありました。 

私たち 3 名は広島県柔道整復師会と合同でコスト

コゲート付近を担当し、パンフレットはカープ関係

者が配布したため、のぼりを持って、1時間半声掛け

をしながら啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動中、前日に行われたピンクリボン de カープの

T シャツを着たお客さんもいて啓発活動は浸透して

いると感じました。その後、昼食を挟んで 5回裏 

終了後、のぼりやデーモン閣下のポスターパネルを

持って、外野芝生グラウンドまで走り、デーモン 

閣下の呼びかけ後、外野席協力者２５０名と一斉 

啓示を行いました。 

パフォーマンス後、デーモン閣下と記念撮影し、

啓発活動は終了しました。この度の啓発活動で広島

県のがん受診率が向上し、一人でも多くの県民の

方々にがん検診の重要性が伝わったのではないかと

感じました。 

（広報部 有谿俊一） 

 

 

 

がん検診へ行こうよ レポート 
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10 月 6 日（土）に健康ふくやま 21 フェスティバル

が開催されました。昨年までは毎年ローズアリーナ

で開催されていましたが、今年は会場が変更となり、

ビッグ・ローズ（広島県立ふくやま産業会館）にて

行われました。 

 

このイベントはふれあい福祉まつり、緑化祭と同

時開催され、各エリアでは無料簡易検査や地域福祉

活動の紹介、庭木、草花の販売やグッズ作りなど、 

市民の皆様に楽しんでいただける様々な企画が盛り

込まれたイベントです。当日は台風 25 号の接近が心

配されていましたが、幸いにも天候に恵まれ日差し

が暑いくらいの快晴となり、会場内はたくさんの 

来場者で賑わっていました。 

 

 

広島県臨床検査技師会のブースでは、細胞検査士

会と合同で｢がん細胞・白血病細胞を見てみよう｣と

題し、顕微鏡での細胞の観察や、臨床検査に関する

ポスターの展示、リーフレット配布などが行われま

した。 

ブースに来られた方の中には、ご自身ががんを 

経験されたという方も多く、ご自身の体験談や 

悩み相談などイベントを通して様々なお話を伺う 

ことができました。小さなお子様もこれはなんの 

細胞だろう？こんな風に見えるんだと、一生懸命 

顕微鏡を覗かれていました。 

普段なかなか見ることのできない細胞や血球を身

近に感じることで、病気のこと、検査技師の仕事の

ことに興味を持っていただける良い機会となったの

ではないかと感じました。 

（広報部 錦織） 

 

 

健康ふくやま 21 フェスティバル 2018 レポート 
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第 20 回東部地区学会を下記の日程にて開催致します。 

今回の東部地区学会は、一般演題 4 題と特別講演「大切なのは・・つまずき 寄り道 回り道」そして、 

シンポジウム「西日本豪雨災害（仮）」で構成されており、懇親会を含め会員相互の親睦がはかれる一日と 

なるよう企画しております。 

 日々ご多忙とは思いますが、皆様お誘い合わせの上、多数ご参加頂きますようご案内申し上げます。 

● 開催日 

  平成 30 年 11 月 4 日（日） 

学  会  13：30～17：40  （※ 受 付 13：00～） 

● 会 場  

  福山市生涯学習プラザ（まなびの館 ローズコム）４階 大会議室 

福山市霞町 1丁目 10 番１号    TEL（084）932-7265 

● 懇親会 

  ふなまちベイホール 18：00～20：00 

福山市船町４-１ ３F       TEL 070-2369-7368 

※ 懇親会参加費 ： 会員：4,000 円 （懇親会のみ：5,000 円） 

 

 

【学会会場】  

 

JR 福山駅南口より南へ約 700m（徒歩約 10 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※駐車場に限りがございますのでなるべく公共機関を利用してお越し下さい。 

 

第 2 0 回  広 臨 技 東 部 地 区 学 会 

（ 続 報 ） 
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【懇親会会場】 

 JR 福山駅南口より徒歩約 5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付開始   13:00～ 

 

一般演題   13：30 ～14：25 

 

【血液検査部門】                  座長 ： 尾道総合病院     薮木 雅人 技師 

1. 『当院における出血時間検査削減への取り組み』 

                〇公立学校共済組合中国中央病院    大長 美由貴  技師 

  

【生理機能検査部門】             座長 ： 尾道市立市民病院     住田 江里 技師 

 2. 『感染性心内膜炎によって引き起こされた下肢閉塞性疾患』 

                〇福山市民病院              渡辺 杏子 技師 

3. 『術後 SAM により再手術を要した１例』 

            〇福山市民病院           浜本 莉沙子  技師 

 

【生化学・免疫検査部門】         座長 ： 福山市民病院       平田 直也 技師 

4. 『NST 介入患者における ChE と CONUT 値の比較』 

                〇尾道総合病院               中野 寛子 技師 

< 休憩 10 分 > 

 

特別講演   14：35 ～15：35   司会 ： 府中市民病院      桑田 久子  技師 

 

『大切なのは・・つまずき 寄り道 回り道』 

〇講師：フジゼミ塾長              藤岡 克義  先生 

< 休憩 15 分 > 

 

 シンポジウム  15：50 ～17：40   司会 ： 尾道総合病院         細谷 勝己 技師 

 

『西日本豪雨災害・広島県の状況(仮）』 

 

1. 『豪雨災害による当院の状況報告』 

〇済生会呉病院                有谿 俊一  技師 

2. 『災害拠点病院におけるＤＭＡＴの対応』 

〇福山市民病院                 平田 直也   技師 

3. 『豪雨災害における血液センターの対応』  

〇広島県赤十字血液センター 学術品質情報課  山口 和美  先生 

4. 『広臨技の西日本豪雨災害対応』 

〇一般社団法人広島県臨床検査技師会       森田 益子  会長 

 

第 20 回東部学会プログラム 
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下記の参加申込み用紙に施設名、お名前と該当欄に○印をご記入のうえ 

各施設で取りまとめて申し込み下さいますよう宜しくお願い致します。 

11 月 2 日（金）15 時までに FAX または E-mail にてお申し込み下さい。 

※ 参加人数把握のため、事前申し込みにご協力下さい。 

（懇親会参加希望の方は、必ず事前申し込みして下さい。） 

      申し込み先 ： 府中市民病院  桑田 久子 宛 

FAX：0847－45－6237     E-mail : k_ohisa@yahoo.co.jp 

 

 

第 20 回 東部地区学会参加申し込み用紙 

施設名：                                                   

 

お名前 学会参加 懇親会参加 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

mailto:k_ohisa@yahoo.co.jp
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一般演題について 

 

抄録原稿依頼のお願い 

 

第 36 回広島県医学検査学会（第 4 報） 

 

 

 

 

 

【開催日】 

平成 31 年 2 月 23 日（土）～24 日（日） 

【場 所】 

グランラセーレ東広島  

住所：〒739-0024 

  広島県東広島市西条町御薗宇 6950-2 

 

 

 

 

  ■抄録原稿締め切り日 

  ：平成 30 年 11 月 2 日（金） 

 

＜原稿送付先・問い合わせ先＞ 

〒739-0041 

広島県東広島市西条寺家 513 

 

独立行政法人 国立病院機構 東広島医療センター  

臨床検査科 糸谷 祥子 

TEL  (082) 423-2176              

FAX  (082) 420-0578            

E-メール itodani_syouko@hiro-hosp.jp 

 

 

 

 

1． 抄録作成内容 

Microsoft Word 形式のファイルで作成してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 紙サイズ A4 

 余白は上下 25mm 左右 20mm           

 タイトルは MS 明朝 14 ポイント 

 施設、氏名、本文は MS 明朝 10.5 ポイント 

 1,800 字程度にまとめて下さい。 

 

 

2． 原稿の送付方法   

＊①②いずれかを選んで下さい。 

 

① 抄録ファイルを電子メールで送付すると 

ともに、印刷した抄録原稿を FAX する。 

 

② 印刷した抄録原稿１枚と原稿を保存した CD-R 

を送付する。 

（CD-R には、施設名とタイトルを明記してください。） 

 

3． 抄録原稿締め切り 

平成 30 年 11 月 2 日（金）必着 

 

【学会内容】 

 ●メインテーマ 

“災害に強い医療を目指して 

 ～がんばるけん 広島県～” 

 

 ●シンポジウム 

  テーマ 「広島豪雨災害時における活動」 

  講師 選定中 

 

 ●ランチョンセミナー 

１．栄研化学 ：「オートタキシンについて」（予定） 

 

２．シスメックス ： 「未定」 

 

 ●市民公開講座 Ⅰ 

 

 講師 藤原 章正 先生 （広島大学大学院 国

際協力研究科 教授） 

 

 ●市民公開講座 Ⅱ 

 

 講師 未定 （東広島市役所 総務部危機管理課） 

 

2 講演とも内容は現在未定ですが、 

7 月の豪雨災害の情報発信、災害全体を通じた 

防災・減災について講演頂く予定です。 

 

 

 

 

 


